
氏名 森田　憲司

大学院博士後期課程
担当科目

・国際史料学特殊研究

通信教育部担当科目
・東洋史特殊講義

【学内活動】
（学内職歴を含む）

・図書館長
・2012年奈良大学図書館特別展示、「大鏡と大観」展（7月～9月）、「西安碑林全集を見る」展（9月
～11月）の企画、案内執筆
・落語研究会古都家顧問

専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】 日本歴史学協会委員（学会選出、2003年度から）

1979年３月京都大学大学院文学研究科東洋史学専攻博士課程単位取得満期退学

文学修士

東洋史（中国近世社会文化史）

最終学歴

【研究上の特記事項】

平成23～25年度科学研究費基盤研究B（研究代表者村岡倫龍谷大学教授）「河南・山西地区の
多民族融合社会史の研究　─石刻史料による中国地域社会史解明の試み」分担研究者、同研究
のNEWSLETTER『13、14世紀東アジア史料通信』の編集（今年度3回発行）。奈良大学研究助成
「元朝後期史研究のための石刻史料学の試み」受領。

平　成　24　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

東洋史研究会、東方学会、内陸アジア史学会、宋代史研究会、日本道教学会（理事）

石刻史料を用いての宋元社会文化史の研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・文化財史料学演習
・東洋史学特殊講義授業科目

学部担当科目

・東洋史概論
・東洋史特殊講義
・東洋史演習
・東洋史講読
・史学研究法
・東洋史史料実習
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奈良大学図書館でおこなわれた展示
「大鏡と大観」展の解説つき目録。「大
鏡」は「南都七大寺大鏡」、「大観」は
「南都六大寺大観」で、戦前と戦後を代
表する奈良の古寺図録

2012年7月 奈良大学図書館

『みささぎ』15

『みささぎ』16

2012年11月

2013年3月

奈良大学図書館2012年10月

『13、14世紀東アジア
史料通信』20

『東アジア海域に漕ぎ
だす・２』（東京大学出
版会）

『奈良大学総合研究所
報』21

2013年2月

2013年2月

2013年3月

「西安碑林全集」所収の元代文廟関係
石刻の録文にあたっての方法論的提
示。

13､14世紀の寧波において、王朝交代
への立場をこえた人間関係があったこと
を、碑刻の撰者を通して見たもの。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の

名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①　2012年奈良大学図書館展
示「大鏡と大観」展図録

日本で見ることできる元代の石刻拓影
の目録。今回は至治～至順年間。

①　「西安文廟碑林関係元朝
碑」はしがき

②　王朝をこえて－宋元交代期
の碑刻の書き手たち

②　2012年奈良大学図書館展
示「西安碑林全集を見る」展図
録

③

④

奈良大学図書館報に、「丁酉科同年
単」という文献を通じて、図書館におけ
る収書について書いたもの。

奈良大学図書館報に、明治39、40年の
西安における日本人研究者の会遇に
ついて書いたもの。

⑤

④

奈良大学図書館でおこなわれた展示
「西安碑林全集を見る」展の解説つき目
録。「13,14世紀東アジア史料通信」別
刊

③　可見元代石刻拓影目録稿・
五続（従至治至至順年間）

（学会発表）

⑤

①　幸せな午後

③

（その他）

②　1906年11月5日

⑤

④

②

⑤

①

③

④


